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【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療デバイスであって、
　管腔を画定するハウジングと、
　前記管腔内で移動可能な浸透圧駆動ピストンと、を備え、
　前記ハウジングが、患者の尿道を通した挿入に好適な第１の形状と前記患者の膀胱内で
の前記デバイスの保持に好適な第２の形状との間で弾性的に変形可能であり、
　前記ピストンが流体であり、前記流体は、使用中、前記ピストンの駆動側の浸透圧溶液
から、前記デバイスから分注されるべき物質を分離するように構成される、医療デバイス
。
【請求項２】
　前記ハウジングが、細長い管を備え、
　前記ピストンが、ガスを含み、
　前記物質が、薬物を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記細長い管が、前記物質を放出するための放出構造を有する第１の端部と、反対側の
第２の端部と、を備え、
　前記ハウジングが、前記細長い管の前記第２の端部に接続され、かつ浸透圧剤が配置さ
れる貯蔵部をさらに画定し、
　前記ハウジングが、水が前記貯蔵部に入り、かつ前記浸透圧剤と接触することを可能に
するための透水性壁をさらに備え、
　前記ピストンが、前記浸透圧剤によって発生した浸透圧下で、前記細長い管の前記第１
の端部に向かって前記管腔内を前進して、前記放出構造を介して前記物質を前記管腔の外
に排出させるように動作可能である、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記ハウジングが、１つの中心管腔を有する環状管を備える、請求項１に記載のデバイ
ス。
【請求項５】
　前記中心管腔が、１ｍｍ～３ｍｍの直径を有する、請求項４に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記細長い管が、弾性ポリマーから形成される、請求項２に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記弾性ポリマーが、実質的に水及びガス不透過性であるか、又は実質的に水及びガス
不透過性のコーティングを有する、請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記弾性ポリマーが、シリコーン又はポリウレタンを含む、請求項６に記載のデバイス
。
【請求項９】
　前記管が、パリレンでコーティングされたシリコーンをさらに含む、請求項８に記載の
デバイス。
【請求項１０】
　前記貯蔵部が、前記物質を含有する前記細長い管に接続されるか、又はそれと一体形成
される環状管によって形成される、請求項３に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記透水性壁が、前記環状管の端部に透水性ディスクを備える、請求項１０に記載のデ
バイス。
【請求項１２】
　前記ハウジングの前記透水性壁が、親水性ポリマーを含む、請求項３に記載のデバイス
。
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【請求項１３】
　前記親水性ポリマーが、熱可塑性ポリウレタンを含む、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記浸透圧剤が、固体形態である、請求項３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記浸透圧剤が、１つ以上の錠剤の形態である、請求項１４に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記浸透圧剤が、クエン酸一ナトリウム、クエン酸二ナトリウム、クエン酸三ナトリウ
ム、ラクトース、塩化ナトリウム、尿素、スクロース、及びこれらの組み合わせからなる
群から選択される、請求項３に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記デバイスを前記第２の形状にさせる保持フレームをさらに備え、前記第２の形状が
、前記デバイスを前記第１の形状に変形させるのに必要な圧縮荷重の不在下でコイルを備
える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記薬物が、ゲムシタビン、オキサリプラチン、及び／又は別の化学療法剤を含む、請
求項２に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記薬物が、オキシブチニン、トロスピウム、及び／又は別の抗ムスカリン剤を含む、
請求項２に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記薬物が、リドカイン及び／又は別の麻酔剤を含む、請求項２に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記細長い管が、毛管力が前記管内で重力より優勢であるように寸法決定された内径を
有する、請求項２に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記放出構造が、開口及び／又は逆止弁を備える、請求項３に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記細長い管と前記貯蔵部とを接続するコネクタをさらに備える、請求項３に記載のデ
バイス。
【請求項２４】
　前記ピストンが、空気又は別のガスの泡である、請求項２～２３のいずれか一項に記載
のデバイス。
【請求項２５】
　前記ハウジングが、流体を放出するための放出構造を備える第１の端部と、反対側の第
２の端部と、を有する細長い管であって、流体薬物又はその前駆体を受容するように構成
される、細長い管を備え、
　前記ハウジングが、前記細長い管の前記第２の端部に接続され、かつ浸透圧剤が配置さ
れる貯蔵部をさらに画定し、
　前記ハウジングが、水が前記貯蔵部に入り、かつ前記浸透圧剤と接触することを可能に
するための透水性壁をさらに備え、
　前記デバイスが、前記流体又はその前駆体を受容したときに、前記ピストンが前記流体
と前記浸透圧剤との間に形成されたガスを含むように構成され、
　前記デバイスが、前記透水性壁を介して前記貯蔵部内に水を吸収し、前記浸透圧剤によ
って発生した浸透圧を介して前記細長い管を通して前記ガスピストンを前進させて、前記
放出構造を介して前記デバイスから前記流体を送るように構成される、請求項１に記載の
デバイス。
【請求項２６】
　前記細長い管又は前記貯蔵部と流体連通している空気孔であって、前記細長い管が前記
流体又はその前駆体を受容した時点で塞がれるように構成される、空気孔をさらに備える
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、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記デバイスが、前記放出構造を介して前記流体又は流体前駆体を受容するように構成
される、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記デバイスが、前記細長い管内に収容される前記薬物の固体又は半固体製剤をさらに
含み、
　前記流体前駆体が、前記細長い管内に前記流体前駆体を受容したときに、前記流体前駆
体が前記薬物を溶解して、前記デバイスから送られる前記流体を形成するような、前記薬
物の溶剤である、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記溶剤が、水又はジメチルスルホキシドを含む、請求項２８に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記貯蔵部に隣接したコンパートメントであって、前記透水性壁を介して前記貯蔵部内
に吸収される水を収容するように構成される、コンパートメントをさらに備える、請求項
２５に記載のデバイス。
【請求項３１】
　前記貯蔵部の前記透水性壁が、前記貯蔵部と前記コンパートメントとの間に位置付けら
れる親水性膜をさらに備える、請求項３０に記載のデバイス。
【請求項３２】
　前記コンパートメントと流体連通している空気孔であって、前記コンパートメントが前
記水を受容した時点で塞がれるように構成される、空気孔をさらに備える、請求項３０に
記載のデバイス。
【請求項３３】
　キットであって、
　請求項２～２７及び３０～３２のいずれか一項に記載のデバイスと、
　前記物質、前記流体、又はその前駆体を収容する容器と、
　前記流体又は前駆体を前記容器から前記細長い管内に移すためのデバイスと、を含む、
キット。
【請求項３４】
　前記デバイスが、前記細長い管内に収容される前記薬物の固体又は半固体製剤をさらに
含み、
　前記容器が、前記薬物の溶剤を含む前駆体を収容する、請求項３３に記載のキット。
【請求項３５】
　前記デバイスを前記膀胱内に挿入したときに、分解性ピンが分解して、前記流体が前記
放出構造を介して前記デバイスから放出されるように、前記物質、流体、又は前駆体が前
記細長い管内に導入された後に、前記放出構造内に挿入されるように構成された分解性ピ
ンをさらに含む、請求項３３に記載のキット。
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